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今月の
表紙

2月 3日は節分。
小田保育園のみんなも巻き寿司を口いっぱいに頬張りました。
いっぱい食べて１年元気に過ごそうね。



矢
掛
町
の
未
来
へ
、
あ
な
た
の
一
票
を
！

矢
掛
町
長
・
矢
掛
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

　こ
の
選
挙
は
、
私
た
ち
の
ま
ち
「
矢
掛
町
」
の
将
来
を
決
め
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
棄
権
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

●
投
票
日

　４
月
29
日
㈰

　午
前
７
時
〜
午
後
６
時

●
投
票
で
き
る
人

　満
18
歳
以
上
（
平
成
12
年
４
月
30
日
生
ま
れ
の

人
ま
で
）
で
、
平
成
30
年
１
月
23
日
ま
で
に
矢
掛

町
に
転
入
手
続
き
を
し
、
引
き
続
き
３
カ
月
以
上

矢
掛
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
が
あ
る
人
。

　右
記
要
件
を
満
た
し
、
公
職
選
挙
法
に
定
め
る

選
挙
に
関
す
る
犯
罪
等
で
選
挙
権
の
停
止
を
受
け

て
い
な
い
人
。

●
期
日
前
投
票
日
　４
月
25
日
㈬
〜
28
日
㈯

　時

　間
　午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

　と
こ
ろ
　役
場
３
階
　大
会
議
室

●
告
示
日
（
立
候
補
受
付
）

　と

　き
　４
月
24
日
㈫
　午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　と
こ
ろ
　役
場
３
階
　大
会
議
室

身
体
に
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
人
は

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

■問
町
選
挙
管
理
委
員
会

　☎（
82
）１
１
１
９
　有
線
０
６
０
１

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト

三
宅
星
南
選
手
が
全
国
大
会
優
勝

岡
山
県
わ
か
ば
賞

　フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
で
活
躍
中
の
岡
山

理
科
大
学
付
属
高
校
１
年
　三
宅
星
南
選
手

（
東
川
面
）
が
「
第
67
回
全
国
高
等
学
校
ス

ケ
ー
ト
競
技
選
手
権
大
会
（
１
／
23
〜
26
　

甲
府
市
）」
で
優
勝
を
お
さ
め
ま
し
た
。
三

宅
選
手
は
Ｓ
Ｐ
、
フ
リ
ー
の
演
技
と
も
に
圧

巻
の
演
技
を
披
露
。
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
し

ま
し
た
。

　さ
ら
に
、「
第
73
回
国
民
体
育
大
会
　ス

ケ
ー
ト
競
技
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
少
年
男

子
（
１
／
28
〜
29
　甲
府
市
）」
で
も
金
光

学
園
高
校
１
年
の
木
科
雄
登
選
手
と
と
も
に

競
技
に
臨
み
、
岡
山
を
見
事
優
勝
に
導
き
ま

し
た
。（※
こ
の
競
技
は
２
人
の
個
人
順
位

合
計
で
争
い
ま
す
。）

　三
宅
選
手
は
、
３
月
に
ブ
ル
ガ
リ
ア
で
開

催
さ
れ
る
「
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
」

の
代
表
に
も
決
定
し
て
お
り
、
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

矢
掛
小
学
校
　５
年
　山
本
　裕
菜
さ
ん

　
　
　
　
　
　３
年
　吉
沢
　知
輝
く
ん

　
　
　
　
　
　２
年
　山
本
　怜
央
く
ん

　「岡
山
県
わ
か
ば
賞
」
は
身
の
回
り
に
あ
る
青
少
年
の
善
意
あ

る
行
為
や
他
の
青
少
年
の
模
範
と
な
る
行
為
を
地
域
の
人
皆
で
認

め
、
称
え
合
う
賞
で
す
。

　３
人
は
地
域
の
お
年
寄
り
に
あ
い
さ
つ
や
学
校
行
事
へ
の
招
待

を
す
る
な
ど
世
代
を
越
え
た
交
流
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

まちからの
お知らせ

矢掛投票区
美川投票区
三谷投票区
山田投票区
川面投票区
中川投票区
小田投票区

農村環境改善センター
美川生活改善センター
三谷コミュニティセンター
山田会館
鵜江会館
中川町民会館
こうど会館

●立候補予定者に対する事前説明会
　と　き　２月 27 日㈫ 午後１時 30 分～
　ところ　役場３階 大会議室

●投票場所

（山陽新聞社提供）
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　１月28日、「平成30年矢掛町消防出初式」が、やかげ文化セ
ンターで挙行され、消防団員約４００人が出席しました。
　式典では、新入団員23人への辞令が交付された後、消防活動
に功績のあった団員等が表彰されました。
　式典終了後の矢掛市街地パレードは、各小学校児童の鼓笛演
奏に合わせて役場前を出発。小田川河川敷では樽出し競技と一
斉放水が行われ、団員は防火・防災への決意を新たにしました。

平
成
30
年
被
表
彰
者
・
団
体
（
敬
称
略
）

岡
山
県
知
事
表
彰

（
優
良
消
防
団
員
章
）
守
屋
晶
裕

岡
山
県
消
防
協
会
長
表
彰

（
功
労
章
）
　髙
田
　
貢
・
水
川
幹
朗

（
表
彰
章
）
　黒
木
健
治
・
藤
田
好
訓
・
長
尾
年
記
・
三
宅
貴
博
・

妹
尾
宏
文
・
末
永
和
樹
・
伊
達
由
次

（
精
勤
章
）
　三
宅
智
也
・
竹
内
浩
明
・
渡
邉
義
昭
・
古
角
智
昭
・

中
村
稔
雄
・
小
坂
浩
一
・
岡
勢
康
弘
・
岡
部
雅
幸
・
和
田
修
一
・

池
田
　
勝
・
東
本
竜
也
・
小
川
康
秀
・
江
尻
明
良
・
清
水
稔
人
・

岩
井
周
介
・
池
田
　
尊
・
山
本
　
勝
・
渡
邉
哲
行
・
末
永
達
彦
・

日
置
　
昇
・
三
宅
高
正
・
三
宅
義
昭

（
青
年
章
）
　新
谷
智
昭
・
小
坂
哲
郎

備
中
地
区
消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰

（
表
彰
章
）
　田
尻
洋
士
・
立
川
人
士
・
勝
野
明
利
・
原
田
伸
夫

井
原
地
区
消
防
組
合
消
防
長
表
彰

（
無
火
災
表
彰
）
　三
谷
分
団
・
川
面
分
団
・
中
川
分
団
・
小
田

分
団

矢
掛
町
長
感
謝
状
贈
呈

（
無
火
災
感
謝
状
）

三
谷
地
区
自
治
協
議
会
・
川
面
地
区
自
治
協
議
会
・
中
川
地
区

自
治
協
議
会
・
小
田
地
区
自
治
協
議
会

（
退
団
幹
部
感
謝
状
）

川
上
久
嗣
・
川
上
伸
樹
・
山
部
貴
之
・
田
口
隆
久
・
河
上
哲
也
・

多
賀
祐
介
・
髙
見
知
宏

矢
掛
町
長
表
彰

（
表
彰
章
）
　佐
伯
雄
基
・
池
田
竜
治
・
吉
原
　
誠
・
川
崎
友
哉
・

木
山
和
樹
・
守
屋
範
幸
・
江
尻
文
浩
・
竹
内
敏
夫
・
坪
井
裕
典
・

田
中
智
博
・
江
尻
康
之
・
刺
田
尚
志
・
小
林
義
和
・
米
田
裕
一
・

小
野
彰
久
・
三
宅
充
洋
・
池
田
善
彦
・
鳥
越
　
誠
・
奥
村
満
洋
・

高
月
俊
和
・
藤
枝
宗
浩
・
藤
枝
典
義
・
伊
達
顕
太

（
特
別
賞
）
　美
川
分
団
小
型
ポ
ン
プ
操
法
チ
ー
ム

矢
掛
町
消
防
団
長
表
彰

（
表
彰
章
）
　白
髪
み
ど
り
・
藤
永
倫
子
・
渡
邉
　
誠
・
竹
内
一
郎
・

原
田
貴
之
・
小
坂
竜
大
・
谷
許
和
也
・
古
角
浩
太
郎
・
森
脇
　
理
・

岡
本
啓
助
・
松
田
祥
昴
・
中
島
政
也
・
岡
本
健
太
郎
・
岡
野
和
弘
・

古
角
　
望
・
藤
永
浩
次
・
鳥
越
真
太
郎
・
鳥
越
淳
久
・
渡
邉
哲
行
・

末
永
泰
久
・
東
田
　
豪
・
高
山
浩
二
・
佐
藤
　
剛

（
特
別
賞
）
　竹
内
敏
夫
・
石
井
亮
太
郎

樽
出
し
・
く
す
玉
割
り
競
技

優
勝  

小
田
分
団
　
準
優
勝  

矢
掛
分
団
　
３
位  

山
田
分
団

Information
まちからの

お知らせ

人
口
増
に
向
け
た
好
評
施
策

定
住
促
進
助
成
金
・

住
宅
団
地
促
進
助
成
金

交
付
期
間
を
延
長
し
ま
す

　
矢
掛
町
で
住
宅
を
新
築
し
た
場
合
に
交
付
さ
れ
る
「
矢
掛
町
定

住
促
進
助
成
金
」
と
、
住
宅
団
地
を
購
入
し
た
場
合
に
交
付
さ
れ

る
「
矢
掛
町
住
宅
団
地
促
進
助
成
金
」
の
交
付
期
間
を
好
評
に
つ

き
、
５
年
間
延
長
し
ま
す
。

 

矢掛町消防出初式

●矢掛町定住促進助成金
矢掛町内に住宅を新築した際、建築費用の10分の1を最大150万円助成します。
【対象】本町に居住することを目的に住宅を新築する人で、その経費が500万円以
上であり、助成金の交付を受けた日から、本町に10年以上定住することを誓約す
る人。
【助成対象および内容】

●矢掛町住宅団地促進助成金
本町に居住することを目的に住宅団地に住宅を新築する人又は住宅団地の新築建
売住宅を購入する人で、その経費が 500 万円以上であり、助成金の交付を受け
た日から、本町に 10年以上定住する事を誓約する人。
※住宅団地… 1 団地 3 戸以上の住宅用に分譲販売を目的としたもので、町土地開発公社が
分譲販売したものを除く。
【助成内容】
・上水道加入負担金相当額（φ13㎜）
・農業集落排水施設受益者負担金または，公共下水道受益者負担金
・矢掛放送ケーブルテレビ加入金
・新築住宅に入居した日に0歳～小学6年生までの子どもがいる人に限り、住宅新
築による住宅用地購入に係る経費に10分の1を乗じた額を、100万円を上限に
助成します。
 問 総務企画課企画係　☎（82）1010　有線 0521

新築に係る
契約日の年齢

認定申請時
の居住地 居住する世帯

3世代世帯
3世代世帯以外

30万円
-40歳以下 町外 120万円

3世代世帯
3世代世帯以外

30万円
-40歳以下 町内 100万円

3世代世帯
3世代世帯以外

30万円
-41歳以上 町外 60万円

3世代世帯
3世代世帯以外

30万円
-41歳以上 町内 50万円

助成金の上限額住宅新築助成
金の上限額

三世代促進
助成金額

150万円
120万円
130万円
100万円
90万円
60万円
80万円
50万円

やかげ暮ら
しを

　サポート
します！やかげ暮ら
しを

　サポート
します！

3 平成30年２月号



Information
まちからの

お知らせ

特
定
公
共
賃
貸
住
宅情報募集・

意思確認
利用希望者の

紹介

情報募集・
意思確認

利用希望者の
紹介

情報募集・
意思確認

利用希望者の
紹介

空き家
空き農地
情報の登録

空き家
空き農地
情報の登録

空き家
空き農地
情報の登録

空き家・空き農地の
情報を提供
所有者の紹介

空き家・空き農地の
情報を提供
所有者の紹介

空き家・空き農地の
情報を提供
所有者の紹介

登録した情報は、「矢掛町移住定住サイト」
で公開します。
（所有者等の個人情報は掲載しません。）

利用希望者の登録
空き家・空き農地の
問い合わせ

利用希望者の登録
空き家・空き農地の
問い合わせ

利用希望者の登録
空き家・空き農地の
問い合わせ

当事者間で
交渉
契約

当事者間で
交渉
契約

当事者間で
交渉
契約

空き家・空き農地をお持ちの人
（所有者）
（空き家・空き農地を貸したい人・売り
たい人）

空き家に住みたい人・空き農地を
耕作したい人（利用希望者）

矢　掛　町　役　場
（ホームページ等で
情報提供）

コ
ー
ポ
小
田
入
居
者
募
集

　コ
ー
ポ
小
田
（
小
田
５
５
１
８―

１
）

　•
賃
貸
内
容
　単
身
用 

１
戸

　•
家
賃
（
月
額
）
２
万
５
千
円

　
　駐
車
場
使
用
料
（
月
額
）
３
千
円

●
募
集
期
間
　２
月
26
日
㈪
〜
３
月
６
日
㈫

　
　
　
　
　
　午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　（土
・
日
は
除
く
）

※

希
望
者
が
募
集
戸
数
よ
り
多
い
場
合
は
、
３
月
７
日
㈬
午
前
10
時
か
ら
抽
選
を
行
い
ま
す
。

■問
建
設
課
管
理
住
宅
係
　☎（
82
）１
０
１
４
　有
線
０
６
０
５

使
っ
て
い
な
い
家
や
田
畑
は
あ
り
ま
せ
ん
か

空
き
家
・
空
き
農
地
情
報
の
登
録
を

　矢
掛
町
で
は
空
き
家
・
空
き
農
地
の
情
報
発
信
に
よ
っ
て
、
地
域
の
活
性
化
や
農
地
保
全
を

図
る
た
め
の
「
矢
掛
町
空
き
家
・
空
き
農
地
情
報
登
録
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
と

お
し
て
、
矢
掛
町
に
住
み
た
い
人
・
矢
掛
町
で
農
業
を
し
た
い
と
い
う
全
国
の
人
へ
、
矢
掛
町

の
住
ま
い
・
農
地
の
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
町
内
に
家
や
農
地
を
お
持
ち
で
誰
か
に
使
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
人
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問
産
業
観
光
課
地
域
振
興
係
　☎（
82
）１
０
１
６
　有
線
０
５
５
２

やかげ仕事サポート
しごと・ひと・まちしごと・ひと・まちしごと・ひと・まち

ハローワーク笠岡出張相談 in 矢掛

　「仕事を探している」「働くことについてさまざま
な悩みを抱えている」15～39歳までの若者の皆さん
の「働き出す力」を多様な支援により引き出します。
　専門スタッフが自立を支援しますので、お気軽に
ご相談ください。
●と　き　3 月7日㈬　午前10時～正午
●ところ　役場 1階　第 1相談室
●対象者　15～39歳の人またはその保護者
※相談無料・要予約
■問保健福祉課子育て支援室　 ☎（82）1013
　　　　　　　　　　　　　　有線 0532

地域若者サポートステーション

　矢掛町では、毎月第2・第4金曜日にハローワーク
笠岡出張相談を開設しています。お仕事にお困りの
町民の皆さんはお気軽にご相談ください。
●と　き　2 月23日㈮、3月 9日㈮、23日㈮
　午前10時～午後 3時（正午から午後 1時を除く）
●ところ　役場 1階　第 1相談室
●相談内容　ハローワーク笠岡の職員が求人情報の
提供・職業相談等を行います。
●対象者　町内に住所を有する人
※相談無料・事前にご予約いただければスムーズに
相談できます
■問産業観光課地域振興係　 ☎（82）1016
　 ハローワーク笠岡　☎0865（62）2147

岡山県よろず支援拠点出張相談所in矢掛町
　備中西商工会と矢掛町が、この度中小企業者・小
規模事業者の新たな事業展開、また経営上の諸問題
解消の場として、相談会を開催します。
●と　き　3 月28日㈬
　　　　　午前10時～正午、午後 1時～5時
●ところ　備中西商工会本部（矢掛）会議室
●対象者　中小企業者、小規模事業者
●申込締切　３月 14日㈬　午後５時　※要予約
■問備中西商工会本部（矢掛）　 ☎（82）0559

キ
ラ
リ
輝
く
ま
ち
へ

【
保
育
士
】（
嘱
託
職
員
）
数
人

●
資
格
要
件
　保
育
士
資
格
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
免
許
を
取
得
し
て
い
る
人

　
　
　
　
　
　（平
成
29
年
度
末
ま
で
に
取
得
見
込
み
を
含
む
）

●
勤
務
先
　町
内
の
保
育
園

　
　
　
　
　
　（幼
稚
園
教
諭
免
許
を
取
得
し
て
い
る

人
は
幼
稚
園
勤
務
の
場
合
も
あ
り
）

●
そ
の
他

　就業
時
間
、
休
日
等
は
就
業
場
所
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

●
受
付
期
限

　随時
募
集

　
　
　
　
　
　（合
格
者
が
決
定
次
第
締
め
切
り
ま

す
。）

●
試
験
内
容

　作文
・
面
接
・
性
格
適
性
検
査

■問
総
務
企
画
課
人
事
給
与
係

　

 

☎（
82
）１
０
１
０
　有
線
０
５
２
２

矢
掛
町
職
員
を
募
集
し
ま
す

あ
な
た
の
知
識・経
験
を
活
か
し
ま
せ
ん
か

　矢
掛
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
年
度
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
知
識・技
能・経
験
等
を
活
か
し
て
、
地
域
貢
献
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
。

毎
日
の
健
康
維
持
と
生
き
が
い
の
持
て
る
生
活
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

●
時
　給
　８
百
円
〜

●
対
　象

　概ね
60
歳
以
上
で
健
康
な
人

【
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
は
？
】

　「自
主
・
自
立
、
共
同
・
共
助
」
を
基
本
理
念
に
、
高
齢
者
が
地
域
を
単
位
に
自
主
的
に
連

携
し
て
、
共
に
働
き
、
共
に
助
け
合
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
団
体
で
す
。

【
ど
ん
な
業
務
が
あ
る
の
？
】

　庭
木
の
剪
定
・
草
刈
り
、
障
子
・
ふ
す
ま
の
張
り
替
え
、
公
共
施
設
の
運
転
業
務
等

■問
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　☎（
82
）０
８
４
８
　有
線
０
４
８
０

平
成
30
年
度
シ
ル
バ
ー
会
員
募
集

ミ
ニ
お
達
者
教
室
が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

　ミ
ニ
お
達
者
教
室
が
、
町
民
主
体
の
介
護
予
防
教
室
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
運
動
機
能
の

維
持
と
と
も
に
、
地
域
貢
献
に
よ
る
「
生
き
が
い
づ
く
り
」「
仲
間
づ
く
り
」
の
場
と
し
て
介

護
予
防
教
室
を
開
講
し
ま
す
。

　平
成
30
年
度
か
ら
は
登
録
者
制
教
室
と
な
り
ま
す
の
で
、
参
加
希
望
の
人
は
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
対
象
者
　町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

●
参
加
費

　無料
（※

教
室
に
参
加
す
る
に
は
事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。）

●
場
　所

　各地
区
公
民
館

●
期
　間

　平成
30
年
４
月
〜
平
成
31
年
３
月
末
ま
で

●
回
　数

　月７
回
（
７
地
区
公
民
館
で
月
１
回
ず
つ
開
催
）

●
時
　間

　午後
２
時
〜
３
時
（
１
時
間
）

●
申
込
締
切

　３月
22
日
㈭

※

登
録
さ
れ
た
人
を
対
象
に
、
４
月
頃
に
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
説
明
会
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
各
地
区
単
位
で
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
教
室
運
営
等
に
も
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
保
健
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　☎（
82
）１
０
１
３
　有
線
０
５
７
２

　矢
掛
町
の
介
護
予
防
教
室
で
、
運
動
を
教
え
て
く
だ
さ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

●
勤
務
内
容
　介
護
予
防
教
室
で
の
運
動
指
導

●
活
動
場
所
　各
地
区
公
民
館

●
募
集
資
格
　平
日
の
昼
間
に
、
２
時
間
の
勤
務
が
で
き
る
人

　
　
　
　
　
　（月
３
〜
４
回
）

●
勤
務
時
間
　午
後
１
時
半
〜
午
後
３
時
半

　
　
　
　
　
　（教
室
は
午
後
２
時
〜
３
時
）

●
募
集
人
員
　２
人

●
謝
　
　礼
　経
験
者
　３
千
５
百
円
／
１
回

　
　
　
　そ
の
他
　２
千
５
百
円
／
１
回

●
申
込
締
切
　３
月
５
日
㈪
　

■問
保
健
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　☎（
82
）１
０
１
３
　有
線
０
５
７
２

平
成
30
年
度
介
護
予
防
教
室
参
加
者
募
集

介
護
予
防
教
室
の
運
動
指
導
員
募
集

 ●提出書類の入手方法
•矢掛町のホームページ
　からダウンロード

•郵便請求
　→封筒の裏に『受験申込書請求』
と『職種』を朱書きし、120円切手
を貼った宛先明記の返信用封筒角
２号（Ａ４判）を同封して送付し
てください。

4平成30年２月号



Information
まちからの

お知らせ

特
定
公
共
賃
貸
住
宅情報募集・

意思確認
利用希望者の

紹介

情報募集・
意思確認

利用希望者の
紹介

情報募集・
意思確認

利用希望者の
紹介

空き家
空き農地
情報の登録

空き家
空き農地
情報の登録

空き家
空き農地
情報の登録

空き家・空き農地の
情報を提供
所有者の紹介

空き家・空き農地の
情報を提供
所有者の紹介

空き家・空き農地の
情報を提供
所有者の紹介

登録した情報は、「矢掛町移住定住サイト」
で公開します。
（所有者等の個人情報は掲載しません。）

利用希望者の登録
空き家・空き農地の
問い合わせ

利用希望者の登録
空き家・空き農地の
問い合わせ

利用希望者の登録
空き家・空き農地の
問い合わせ

当事者間で
交渉
契約

当事者間で
交渉
契約

当事者間で
交渉
契約

空き家・空き農地をお持ちの人
（所有者）
（空き家・空き農地を貸したい人・売り
たい人）

空き家に住みたい人・空き農地を
耕作したい人（利用希望者）

矢　掛　町　役　場
（ホームページ等で
情報提供）

コ
ー
ポ
小
田
入
居
者
募
集

　コ
ー
ポ
小
田
（
小
田
５
５
１
８―

１
）

　•
賃
貸
内
容
　単
身
用 

１
戸

　•
家
賃
（
月
額
）
２
万
５
千
円

　
　駐
車
場
使
用
料
（
月
額
）
３
千
円

●
募
集
期
間
　２
月
26
日
㈪
〜
３
月
６
日
㈫

　
　
　
　
　
　午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　（土
・
日
は
除
く
）

※

希
望
者
が
募
集
戸
数
よ
り
多
い
場
合
は
、
３
月
７
日
㈬
午
前
10
時
か
ら
抽
選
を
行
い
ま
す
。

■問
建
設
課
管
理
住
宅
係
　☎（
82
）１
０
１
４
　有
線
０
６
０
５

使
っ
て
い
な
い
家
や
田
畑
は
あ
り
ま
せ
ん
か

空
き
家
・
空
き
農
地
情
報
の
登
録
を

　矢
掛
町
で
は
空
き
家
・
空
き
農
地
の
情
報
発
信
に
よ
っ
て
、
地
域
の
活
性
化
や
農
地
保
全
を

図
る
た
め
の
「
矢
掛
町
空
き
家
・
空
き
農
地
情
報
登
録
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
と

お
し
て
、
矢
掛
町
に
住
み
た
い
人
・
矢
掛
町
で
農
業
を
し
た
い
と
い
う
全
国
の
人
へ
、
矢
掛
町

の
住
ま
い
・
農
地
の
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
町
内
に
家
や
農
地
を
お
持
ち
で
誰
か
に
使
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
人
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問
産
業
観
光
課
地
域
振
興
係
　☎（
82
）１
０
１
６
　有
線
０
５
５
２

やかげ仕事サポート
しごと・ひと・まちしごと・ひと・まちしごと・ひと・まち

ハローワーク笠岡出張相談 in 矢掛

　「仕事を探している」「働くことについてさまざま
な悩みを抱えている」15～39歳までの若者の皆さん
の「働き出す力」を多様な支援により引き出します。
　専門スタッフが自立を支援しますので、お気軽に
ご相談ください。
●と　き　3 月7日㈬　午前10時～正午
●ところ　役場 1階　第 1相談室
●対象者　15～39歳の人またはその保護者
※相談無料・要予約
■問保健福祉課子育て支援室　 ☎（82）1013
　　　　　　　　　　　　　　有線 0532

地域若者サポートステーション

　矢掛町では、毎月第2・第4金曜日にハローワーク
笠岡出張相談を開設しています。お仕事にお困りの
町民の皆さんはお気軽にご相談ください。
●と　き　2 月23日㈮、3月 9日㈮、23日㈮
　午前10時～午後 3時（正午から午後 1時を除く）
●ところ　役場 1階　第 1相談室
●相談内容　ハローワーク笠岡の職員が求人情報の
提供・職業相談等を行います。
●対象者　町内に住所を有する人
※相談無料・事前にご予約いただければスムーズに
相談できます
■問産業観光課地域振興係　 ☎（82）1016
　 ハローワーク笠岡　☎0865（62）2147

岡山県よろず支援拠点出張相談所in矢掛町
　備中西商工会と矢掛町が、この度中小企業者・小
規模事業者の新たな事業展開、また経営上の諸問題
解消の場として、相談会を開催します。
●と　き　3 月28日㈬
　　　　　午前10時～正午、午後 1時～5時
●ところ　備中西商工会本部（矢掛）会議室
●対象者　中小企業者、小規模事業者
●申込締切　３月 14日㈬　午後５時　※要予約
■問備中西商工会本部（矢掛）　 ☎（82）0559

キ
ラ
リ
輝
く
ま
ち
へ

【
保
育
士
】（
嘱
託
職
員
）
数
人

●
資
格
要
件
　保
育
士
資
格
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
免
許
を
取
得
し
て
い
る
人

　
　
　
　
　
　（平
成
29
年
度
末
ま
で
に
取
得
見
込
み
を
含
む
）

●
勤
務
先
　町
内
の
保
育
園

　
　
　
　
　
　（幼
稚
園
教
諭
免
許
を
取
得
し
て
い
る

人
は
幼
稚
園
勤
務
の
場
合
も
あ
り
）

●
そ
の
他

　就業
時
間
、
休
日
等
は
就
業
場
所
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

●
受
付
期
限

　随時
募
集

　
　
　
　
　
　（合
格
者
が
決
定
次
第
締
め
切
り
ま

す
。）

●
試
験
内
容

　作文
・
面
接
・
性
格
適
性
検
査

■問
総
務
企
画
課
人
事
給
与
係

　

 

☎（
82
）１
０
１
０
　有
線
０
５
２
２

矢
掛
町
職
員
を
募
集
し
ま
す

あ
な
た
の
知
識・経
験
を
活
か
し
ま
せ
ん
か

　矢
掛
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
年
度
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
知
識・技
能・経
験
等
を
活
か
し
て
、
地
域
貢
献
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
。

毎
日
の
健
康
維
持
と
生
き
が
い
の
持
て
る
生
活
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

●
時
　給
　８
百
円
〜

●
対
　象

　概ね
60
歳
以
上
で
健
康
な
人

【
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
は
？
】

　「自
主
・
自
立
、
共
同
・
共
助
」
を
基
本
理
念
に
、
高
齢
者
が
地
域
を
単
位
に
自
主
的
に
連

携
し
て
、
共
に
働
き
、
共
に
助
け
合
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
団
体
で
す
。

【
ど
ん
な
業
務
が
あ
る
の
？
】

　庭
木
の
剪
定
・
草
刈
り
、
障
子
・
ふ
す
ま
の
張
り
替
え
、
公
共
施
設
の
運
転
業
務
等

■問
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　☎（
82
）０
８
４
８
　有
線
０
４
８
０

平
成
30
年
度
シ
ル
バ
ー
会
員
募
集

ミ
ニ
お
達
者
教
室
が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

　ミ
ニ
お
達
者
教
室
が
、
町
民
主
体
の
介
護
予
防
教
室
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
運
動
機
能
の

維
持
と
と
も
に
、
地
域
貢
献
に
よ
る
「
生
き
が
い
づ
く
り
」「
仲
間
づ
く
り
」
の
場
と
し
て
介

護
予
防
教
室
を
開
講
し
ま
す
。

　平
成
30
年
度
か
ら
は
登
録
者
制
教
室
と
な
り
ま
す
の
で
、
参
加
希
望
の
人
は
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
対
象
者
　町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

●
参
加
費

　無料
（※

教
室
に
参
加
す
る
に
は
事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。）

●
場
　所

　各地
区
公
民
館

●
期
　間

　平成
30
年
４
月
〜
平
成
31
年
３
月
末
ま
で

●
回
　数

　月７
回
（
７
地
区
公
民
館
で
月
１
回
ず
つ
開
催
）

●
時
　間

　午後
２
時
〜
３
時
（
１
時
間
）

●
申
込
締
切

　３月
22
日
㈭

※

登
録
さ
れ
た
人
を
対
象
に
、
４
月
頃
に
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
説
明
会
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
各
地
区
単
位
で
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
教
室
運
営
等
に
も
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
保
健
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　☎（
82
）１
０
１
３
　有
線
０
５
７
２

　矢
掛
町
の
介
護
予
防
教
室
で
、
運
動
を
教
え
て
く
だ
さ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

●
勤
務
内
容
　介
護
予
防
教
室
で
の
運
動
指
導

●
活
動
場
所
　各
地
区
公
民
館

●
募
集
資
格
　平
日
の
昼
間
に
、
２
時
間
の
勤
務
が
で
き
る
人

　
　
　
　
　
　（月
３
〜
４
回
）

●
勤
務
時
間
　午
後
１
時
半
〜
午
後
３
時
半

　
　
　
　
　
　（教
室
は
午
後
２
時
〜
３
時
）

●
募
集
人
員
　２
人

●
謝
　
　礼
　経
験
者
　３
千
５
百
円
／
１
回

　
　
　
　そ
の
他
　２
千
５
百
円
／
１
回

●
申
込
締
切
　３
月
５
日
㈪
　

■問
保
健
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　☎（
82
）１
０
１
３
　有
線
０
５
７
２

平
成
30
年
度
介
護
予
防
教
室
参
加
者
募
集

介
護
予
防
教
室
の
運
動
指
導
員
募
集

 ●提出書類の入手方法
•矢掛町のホームページ
　からダウンロード

•郵便請求
　→封筒の裏に『受験申込書請求』
と『職種』を朱書きし、120円切手
を貼った宛先明記の返信用封筒角
２号（Ａ４判）を同封して送付し
てください。
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↑矢掛・三谷地区の皆さん

　
１
月
７
日
、
や
か
げ
文
化
セ
ン
タ
ー
で

平
成
30
年
矢
掛
町
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
の
新
成
人
は
、
矢
掛
町
で
は
１
４

６
人
（
男
性
68
人
、
女
性
78
人
）
で
平
成

９
年
４
月
２
日
〜
平
成
10
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
式
典
で
は
、
山
野
町
長
が
「
皆
さ
ん
の

柔
軟
な
発
想
力
と
行
動
力
で
未
来
を
拓
き
、

実
り
多
い
人
生
を
歩
ん
で
く
だ
さ
い
」
と

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
前
矢
掛
中

学
校 

松
村
淳
子
先
生
、
前
小
田
小
学
校 

本
多
理
恵
先
生
が
恩
師
励
ま
し
の
言
葉
を

延
べ
、
新
成
人
た
ち
は
懐
か
し
い
恩
師
の

言
葉
を
胸
に
刻
み
ま
し
た
。

　
小
川
雄
偉
さ
ん
と
関
戸
香
奈
さ
ん
が
新

成
人
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
、「
絶
え
ず
挑
戦

し
、
失
敗
か
ら
学
び
、
成
熟
し
た
私
た
ち

が
地
域
を
支
え
て
い
き
た
い
」
と
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
は
矢
掛

町
で
初
め
て
外
国
人
の
参
加
者
も
出
席
。

ベ
ト
ナ
ム
出
身
の
フ
ァ
ン
・
テ
ィ
・
ゴ
ッ

ク
さ
ん
は
現
在
町
内
の
会
社
で
外
国
人
技

能
実
習
生
と
し
て
研
修
中
。
こ
の
日
は
、

ベ
ト
ナ
ム
の
伝
統
衣
装
・
ア
オ
ザ
イ
を
着

用
し
て
出
席
し
、
日
本
人
の
出
席
者
と
と

も
に
記
念
写
真
に
も
収
ま
り
ま
し
た
。

　
式
典
後
に
は
、農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
同
窓
会
が
開
か
れ
、
同
級
生
と
思
い
出

話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

↑美川・山田・中川・小田地区の皆さん

ＴＶプロデューサーになる

自分なりの生き方をする

平
成
30
年

― 
人
生
の
節
目
、
誓
い
新
た
に
第
一
歩 

―

矢
掛
町
成
人
式

多 賀 　 樹 ファン・ティ・ゴック 西 浦 真 希　　　小林沙弥香大友慎太郎 石 原 大 地

新成人の抱負
新成人の皆さんに
将来の抱負をお聞
きしました！

美容師になる 人の心の支えになる優しい男になる

看護師になる結婚したい！

吉 岡 美 咲　岡 本 真 弥　木村沙里奈　東 山 由 依

社会福祉士現役合格！

小 川 雄 偉　　　田 中 健 太

素敵な大人になる

笑顔いっぱいの
介護福祉士になる！診療放射線技師

国家資格一発合格！

大学に行き勉強したい
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～住み慣れた町で、いつまでも自分らしく暮らすために～
　今後も高齢化が進むにつれ、ひとり暮らしや高齢者だけの世帯、認知症の人が増加していくことが予測されます。
　住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けていけるように、介護サービス事業者をはじめ、NPOやボランティア、
地域の皆さんにも参加してもらい、地域全体で高齢者を支える取り組みが進められています。

■問保健福祉課地域包括支援センター
　☎（82）1013　有線 0572介護予防訪問ボランティア

介護予防訪問ボランティアとは？
　「足腰が弱くなって、遠くのゴミステーションまで行けない…」「１人で暮らしているので不安…」。そんな
方のサポートをするボランティアです。

●利用対象者　要支援1・2または、チェックリスト該当者
●サービス内容　ごみ捨て、安否確認、話し相手（上限月4回まで )
●時　間　午前7時～午後5時の間
●利用可能な日
　土・日・祝・年末年始以外
●利用料
　30分　100円
　60分　200円

地域ミニデイサービス
地域ミニデイサービスとは ?
　高齢者やボランティアが公民館などの身近な場所に集い、会食やレクリエーションなどの活動を通じて楽
しく過ごす場です。町内では、三谷地区に１か所、「三谷ふれ愛広場」があり、今後町内全域に広がっていく
ことが期待されます。

利用者の声

ボランティアさんの声！

自分たちの地域でも取り組んでみたい方は、地域包括支援センターまでご連絡ください。

利用者の声

１人で暮らしていると不安が大きく、安否
確認をしてもらっています！
決まった日の決まった時間に来てくれる人
がいるのはすごく安心します。

少しの距離を歩くのは問題ないです
が、遠くのゴミステーションまでゴ
ミを持て運ぶのは大変でした。お金
の負担も少ないので助かっています。

昨年の１月から参加していますが、段々、
参加人数も増えてきて楽しいです。ボラン
ティアの方が色々なゲームやお話をしてく
れるので、毎回楽しみにしています。

参加者が、すごく楽しんでくださるので、
自分も楽しいです。参加者の笑顔を見て、
自分も元気をもらっています。

●利用対象者　要支援1・2または、チェックリスト該当者
●サービス内容　会食、レクリエーション、体操など
　※参加者で活動内容を決めます。
●開催日時　週１回以上開所し、原則として１日３時間以上
●利用料
　1回　500円程度
　※弁当代として
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保健福祉課健康管理センター
　 ☎（82）1013　 有線　9630
問

３月の健康カレンダー
Health  Calendar　MarchHealth  Calendar　March

健康・子育て・こころ（ところ  健康管理センター）

受付：午後 0 時30分～1時
開催：午後 1時～  7日㈬ 1歳6か月児健康診査

受付：午前 9 時～11時
開催：午前 9 時～14日㈬ 育児相談

開催：午前 9 時～午後 1時15日㈭ 栄養改善教室
受付：午前 10時～10時 10分
開催：午前 10時 10分～11時 30分頃22日㈭ すこやか育児学級

対象：4～  7か月児
受付：午前 9時 30分～午後 0時 30分
開催：午後 1時 30分～3時 30分27日㈫ 定期献血

と　き 受　　　付 内　　　容

休日当番医

  4日㈰
11日㈰
18日㈰
21日㈬/㈷ ☎(82)３０７０おぐら整形外科医院

※事前に連絡をしてから受診してください。
25日㈰ ☎(82)３１１３筒　井　医　院

☎(82)１３２６矢　掛　病　院
☎(82)０２０２山縣内科医院
☎(82)１０５０小　塚　医　院

と　　き 病　　　院　　　名

毎年２月は「全国生活習慣病予防月間」です
「一無・二少・三多」で生活習慣病を予防しましょう！
「一無・二少・三多」は、一無＝無煙（禁煙）、二少＝少食・少酒、三多＝多動・多休・多接の６つからなる健康週
間のことです。自らの生活を振り返り、ひとつでも多くの習慣を取り入れることで、生活習慣病を効果的に予防し
ましょう。

一無（いちむ）
「無煙（禁煙）」
喫煙は、がんをはじめ、心血管疾患、脳
血管疾患など、あらゆる生活習慣病のリ
スクを高めます。また、たばこの先から
発生する「副流煙」には喫煙者が吸う「主流煙」より
も多くの有害物質（ニコチン２.８倍、タール３.４倍、一
酸化炭素４ .７倍）が含まれているため、吸わない人へ
の健康にも大きく影響します。

二少（にしょう）
「少食」
食事は腹七～八分目で、偏食をせず、よく噛み、三食
を規則正しく食べましょう。
「少酒」
酒は１日あたり成人男性でアルコール約２０ｇまで
（成人女性は男性の半分を目安に）
＜アルコール２０ｇを各お酒で換算すると・・・＞
　ビール　  ５％ ５００ｍｌ　　　焼　酎　２５％ １００ｍｌ
　チューハイ  ７％ ３５０ｍｌ　　　ワイン　１２％ ２００ｍｌ
　日本酒　１５％ １合弱（１８０ｍｌ）
　ウイスキー ４０％ ダブル１杯（６０ｍｌ）

三多（さんた）
「多動」
日常生活の活動量を増やし、歩くことを心がけましょう。
「多休」
睡眠や休養をしっかりとって、心と身体を休めましょう。
「多接」
仕事や趣味でやりがいを見つけたり、家族との団らん
や人との交流をしましょう。

〈参考・引用〉
　一般社団法人日本生活習慣病予防協会

と　き と こ ろ と　き と こ ろ
ミニお達者教室

　29日は表彰式と運動です。
※時間はいずれも午後２時～３時

  2日㈮　山 田 会 館
  7日㈬　中川町民会館
  9日㈮　美川生活改善センター
14日㈬　三谷コミュニティセンター

16日㈮　こうど会館
22日㈭　矢 掛 会 館
28日㈬　鵜 江 会 館
29日㈭　老人福祉センター

9 平成30年２月号



　　町職員の給与などは、町議会の審議を通じて議決しています。町民の皆さんに、より一層のご理解
をいただくため、現在の状況を公表します。

　■問 総務企画課人事給与係　☎（82）1010　有線 0522

矢掛町職員の給与等の状況

千円

千円 千円 千円 千円

千円

千円

⑤扶養手当
　 配偶者、子などの区分により、扶養親族１人につき6,500～10,000円。
⑥住居手当
　自ら居住するための借家。区分により 27,000 円まで。
⑦通勤手当
　 公共交通機関利用者は55,000円まで実費支給。自動車等利用者
（片道2 ㎞以上通勤者）は距離区分により4,400～16,800円。

 4  職員の初任給の状況（平成29年 4月 1日現在）

区　　分 一　般　行　政　職
大　学　卒 高　校　卒

初　任　給 179,200円 151,500円
2年経過時 191,100円 161,400円

 5  特別職の給料・報酬等の状況（平成29年 4月 1日現在）
区  分 給 料 月 額 区  分 報 酬 月 額
町　長 790千円 議　長 332千円
副町長 650千円 副議長 270千円
教育長 595千円 議　員 250千円

期末手当   6月期 2.075月分
12月期 2.325月分 期末手当   6月期 1.55月分

12月期 1.75月分

 6  部門別職員数の状況（各年4月 1日現在）

区　　　分 職員数（人） 対前年
増減数平成29年 平成28年

一般行政部門

議　　会 2 2 0
総　　務 29 29 0
税　　務 6 6 0
農林水産 13 13 0
商　　工 6 6 0
土　　木 10 10 0
民　　生 17 19 ▲ 2
衛　　生 6 6 0
小　計 89 91 ▲ 2

特別行政部門 教　　育 13 14 ▲ 1
小　計 13 14 ▲ 1

公営企業等
会計部門

病　　院 82 79 3
水　　道 6 6 0
下 水 道 5 5 0
そ の 他 20 19 1
小　計 113 109 4

合　　　計 215 214 1
㊟ 職員数は一般職に属する職員数で、地方公務員の身分を保有する休職
者・派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を含まない。

 1  総括（普通会計決算）平成28年度
①人件費の状況
住民基本
台帳人口 歳出額（A） 人件費（B） 人件費率

（B/A）

14,511 人
（平成29年3月末） 9,250,536 862,258 9.3％

㊟人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含む。

②職員給与費の状況
職員数
（A）

給　　与　　費
計（B） 一人当たりの

給与費（B/A）給　 料 職員手当 期末・勤勉手当

105人 335,369  44,861 141,211 521,441 　　　  4,966

㊟ 職員手当には退職手当を含まない。給与費は決算に計上された額。

 2  一般行政職の級別職員数の状況（平成29年 4月 1日現在）
区　分 １級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 計
標準的な
職務内容

主事補
主　事 主 事 主 査 係 長 主 幹 課 長

代 理 課 長 －

職員数（人） 27 21 7 15 11 8 9 98
構成比 27.6% 21.4% 7.1% 15.3% 11.2% 8.2% 9.2% 100%
㊟ 矢掛町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数。「標準的な職
務内容」とは、それぞれの級に該当する代表的な職務。

 3  職員手当の状況
①期末・勤勉手当（平成29年度）

区　分 6月期 12月期 計
期末手当 1.225月分 1.375月分 2.6月分
勤勉手当 0.85月分 0.95月分 1.8月分

②退職手当（平成29年度）
区　分 勤続 20年 勤続 30年 勤続 35年 勤続 40年
自己都合 20.445月分 36.105月分 41.325月分 46.545月分
勧奨・定年 25.55625月分 42.4125月分 49.59月分 49.59月分

③特殊勤務手当（普通会計決算）
区　　　　分 平成 28年度

職員全体に占める手当支給職員の割合 9.5％
支給対象職員１人当たり平均支給年額 22,500 円

手当の種類（手当数） ７
主な支給対象業務 救護施設業務、汚物等の収集処理業務

④時間外勤務手当（普通会計決算）
支給総額（平成 28年度） 12,302千円
職員１人当たり支給年額 　  154千円
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　一部事務組合とは、地方自治法に基づき地方公共団体が事務を共同して処理するために設立し
た組合です。次の５組合の平成28年度決算について報告します。

平成28年度  一部事務組合決算報告

 岡山県笠岡市・矢掛町中学校組合
岡山県笠岡市・矢掛町中学校組合立小北中学校の管理・運営を行っている組合です。
•所 在 地　笠岡市甲弩 1810-3
•構成団体　笠岡市・矢掛町
　歳　入：6,015 万 5千円
　歳　出：5,910 万円

 岡山県西部衛生施設組合　し尿、粗大ごみ、資源ゴミの処理および斎場の管理・運営を行っている組合です。
•所在地　笠岡市平成町105　•構成団体　笠岡市・井原市・浅口市・矢掛町・里庄町
　歳入：7億 754万 1千円　　歳出：6億 7,612 万 0千円

市 町 名
し尿処理実績（kl） 不燃物・粗大ごみ処理実績（ｔ） 資源ごみ処理実績（ｔ） 火葬執行件数（件）
28年度 前年度比 28年度 前年度比 28年度 前年度比 28年度 前年度比

笠  岡  市 22,446 ▲ 1,415    867   　11    655 ▲ 20 734 　43
井  原  市 23,768    ▲ 619    337   ▲ 13    283   ▲ 7 625 ▲ 12
浅  口  市 14,314 　 2,936    335     　3    383   ▲ 6 306 　10
矢  掛  町 -※ -    221      32    213   　3 233 ▲ 14
里  庄  町   4,653    ▲ 269    181    ▲ 3      71   ▲ 1 124 　 21

計 65,181 　　 633 1,941      30 1,605 ▲ 31 2,022
（管外68含む）

　48
（管外▲4含む）

※矢掛町は平成 24年度からし尿処理を町独自で行っているため、同組合には委託していません。

 岡山県井原地区清掃施設組合
可燃ごみ焼却場の管理・運営を行っている組合です。
•所 在 地　井原市木之子町2192-1
•構成団体　井原市・矢掛町
　歳　入：3億 8,120 万 2千円
　歳　出：3億 6,190 万 4千円

市 町 名
可燃ごみ処理実績（ｔ）

28年度 前年度比
井  原  市  9,370 ▲ 93
矢  掛  町  2,935     80
計 12,305 ▲ 13

市 町 名
生　徒　数（人）

28年度 前年度比
笠  岡  市   75 　9
矢  掛  町   43 ▲ 5
計 118 　4

 井笠地区農業共済事務組合
農作物（水稲・麦）共済や家畜（牛・豚・馬）共済などの
農業共済事業に関する事務を行っている組合です。
•所在地　矢掛町矢掛 2979-1　•構成団体　笠岡市・井原市・浅口市・矢掛町・里庄町
　歳入：3億 995万 5千円　　歳出：3億 906万 4千円

市 町 名
農作物共済（a） 家畜共済（頭） 果樹共済（a） 畑作物共済（a） 園芸施設共済（棟）

28年度 前年度比較 28年度 前年度比較 28年度 前年度比較 28年度 前年度比較 28年度 前年度比較
笠  岡  市 22,023 ▲ 887 7,202 76 0   　   0 77 ▲ 278 43   ▲ 5
井  原  市 48,458 ▲ 1,380 1,011 45 2,545   ▲ 65 43 ▲ 57 170 ▲ 36
浅  口  市 17,040 ▲ 16    179 ▲ 2 30 　　30 0 0 8   ▲ 2
矢  掛  町 49,319 ▲ 2,415    777 ▲ 40 26 　　26 333 ▲ 360 16      0
里  庄  町   1,026 ▲ 182    197 2 0   　   0 0 0 6      0
計 137,866 ▲ 4,880 9,366 81 2,601 ▲ 9 453 ▲ 695 243 ▲ 43

 井原地区消防組合
火災予防活動、消火活動、救急活動を行っている組合です。
•所 在 地　井原市七日市町3216
•構成団体　井原市・矢掛町
　歳　入：14億 2,921 万 7千円
　歳　出：11億 4,371 万 3千円

市 町 名
火災出動状況（件） 救急出動状況（件）

区 分 28年度（前年度比） 28年度（前年度比）

井  原  市

建　物 　　　8（1）

2,047（13）
林　野 　　　5（3）
車　両 　　　0（▲ 2）
その他 　  16（10）
計 　  29（12）

矢  掛  町

建　物 　　　6（3）

       709（38）
林　野 　　　3（2）
車　両 　　　0（̶）
その他 　　　0（▲ 2）
計 　　　9（3）

総　　　　計 　  38（15）  2,756（51）
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下水道管路整備の完了を記念し、式典・イベントを開催

①記念式典の様子。
②記念講演では、マンホールを用いた地域活性化について講演。
③子どもたちも大喜びのサイエンスショー。

　２月２日、矢掛中学校で「地域探究学習発表会」
が開催されました。
　これは、総合学習の一環で第１学年を対象に９月
から「地域を学ぶ」というテーマで町内の名所や事
業所に出向き、現地調査やインタビューを行いなが
ら学習した成果を発表するというもの。
　やかげ観光大使やかっぴーについて調べながら、
グッズを考案、商品開発を行ったグループもあり生
徒たちは自分たちの故郷について理解を深めていま
した。

　1月12～ 13日、とっとり・おかやま新橋館（岡
山県と鳥取県の共同アンテナショップ・東京都）で
「第２回矢掛町ブランド・移住・観光 PRフェア」
が開催されました。
　これは昨年に引き続き、矢掛町の魅力を広く知っ
てもらうことを目的に開催されたもので、矢掛町ブラ
ンド認定品の販売をはじめ、移住相談コーナーでは、
町の支援制度等を説明しながら矢掛町をアピール。
　２日間にわたり多くの来場者が訪れ、矢掛町の魅
力にふれていました。

自分たちの地域を探求しよう 都内で矢掛町を PR、ブランドフェア

↑学習成果を発表する生徒たち。
商品開発されたやかげ観光大使やかっぴーの
木製スプーン→

↑ブースには矢掛町の特産品がズラリ。

　２月３日、農村環境改善センターで「矢掛町下水道整備完了記念式典」が開催されました。これは、矢掛町が
平成29年度末に下水道管路整備事業が完了したことを記念して開催されたもので昭和63年からそれぞれの立
場でご協力をいただいた皆さんが列席。式典後、記念講演として日本グラウンドマンホール工業会の山田秀人氏
を講師に「マンホールと地域活性化」と題して講演。
　さらに同日、記念イベントとしてやかげ文化センターで「チャーリー西村のサイエンスショー」が開催されま
した。チャーリー西村氏はテレビ等でおなじみの米村でんじろう先生の一番弟子として活躍中で、この日も液体
窒素や風船を使った実験を行い、会場を大いに沸かせました。
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全国大会出場選手激励

100歳の長寿を祝う
　２月３日、赤

あかまつ

松 孝
たかし

さん（矢
掛）が100歳のお誕生日を
迎えられ、武井副町長をはじ
め関係者が入所先の飛鳥の里
三清荘を訪れ、記念品を贈り
長寿を祝いました。

　第25回ＪＯＣジュニア・
オリンピック・カップ・フェ
ンシング大会（1/11 東京都）
に出場。岡山大安寺中等教育
学校５年 坪

つぼ

井
い

 翔
かける

さん（東三
成）

　Dance Drill Winter Cup 
2018 第９回全国高等学校ダ
ンスドリル冬季大会（1/6～
7 東京都）へ出場。笠岡商業
高等学校２年 古

こ

角
かど

真
ま ほ

歩さん
（上高末）
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今 月 の 出 来 事 まちのわだい

↑廣井紘一委員長から山野町長に答申書が手渡されました。

介護保険事業計画等策定委員会、答申
　２月６日、「第７期高齢者保健福祉計画・介護保
険事業計画」、「第４期障害者計画」及び「第５期障
害福祉計画・第１期障害児福祉計画」について、介
護保険事業計画等策定委員会により、答申書が山野
町長へ手渡されました。
　いずれの計画においても、アンケートによるニー
ズ把握とともに、町ホームページを通してパブリッ
クコメントを募集するなど慎重に審議しました。
　答申の趣旨を踏まえ、介護保険事業では良質なサ
ービスの提供・介護予防事業の推進、障害福祉事業
では自立と地域で支えあう共生社会の実現を目指
した事業を展開していきます。

　１月28日、岡山市の百閒川ランニングコースで
「第７回晴れの国岡山駅伝競走大会」が開催され、
県下20市町 25チームが出場し、９区間 42.195
キロを力走しました。
　矢掛町からも中学生から社会人まで幅広い年齢層
で構成されたチームが出場。短期間の練習期間の中
でチームワークを高め、過去最高順位でゴール。
　町内からは応援団も駆けつけ、太鼓やメガホンで応
援。雪の降る中力走する選手たちを後押ししました。

　１月11日、小田小学校で「新春親子凧あげ大会」
が開催されました。
　これは小田公民館と小学校が開催し、今回で37
回目という歴史ある行事になっています。当日は、
１～６年生の児童とその保護者と住民ら約140人
が参加。寒空の下、子どもたちは今年の干支の犬や
やかげ観光大使やかっぴーを描いたたこを手に、運
動場を走り回りました。

雪舞う中力走、晴れの国岡山駅伝大会新春の風物詩、凧あげ大会

↑力走する選手と熱のこもった応援をする応援団。
↑手作り凧を持って走り回る児童ら。



■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

Art
やかげ郷土美術館だより� ■問 やかげ郷土美術館　☎（82）2110　有線 8850

常設展示室　　　　　常設展　自然へのまなざし
　　　　　　　会期/〜平成 30年 4 月 1日（日）

静物（乾魚）　佐藤一章　1930 年

町民ギャラリー ＊入場無料　　　　　　　

◆ 美術館講座作品展　 日本画・俳句Ｂ　　　　　　2 月 20 日（火）〜 25 日（日）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ちぎり絵・短歌　　　　　　2 月 27 日（火）〜 3 月   4 日（日）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 書　道　　　　　　　　　　3 月   6 日（火）〜 3 月 11 日（日）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 華道（いけばな京花傳）　　 3 月 10 日（土）〜 11 日（日）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 洋画　　　　　　　　　　　3 月 13 日（火）〜 18 日（日）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 フラワーアレンジメント　　3 月 24 日（土）〜 25 日（日）

みんな集まれ！

　■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
図書館だより� ■問 矢掛町立図書館　☎（82）2100　有線 0630
Books

　先日、TVに加古里子さんが出演されていました。加古さんは絵本作家の他にも児童文
学者・工学博士などさまざまな肩書をお持ちです。「もう私には時間がない。自分の戦争
体験からの思いを子どもたちに残したい！」と渾身の気持ちを込めて、３部作の絵本「だ
るまちゃんとかまどんちゃん」「だるまちゃんとキジムナちゃん」「だるまちゃんとはやた
ちゃん」を出版されました。
　91才をむかえた現在でも子どもの澄みきった美しさ、賢さ、健やかな成長への願いを
心に思いながら作品づくりをされる加古さんの絵本を是非ご覧ください。

カウンターからの情景

町内在住の三宅勢津子さんが寄稿し
た、『私は「私の町の宣伝本部長」』の
記事も載っています。

矢掛町の話し手 中西猪三夫さんの「砲
弾の中で過ごした20代」が載ってい
ます。

「高梁川　75号」
　　　　　　　高梁川流域連盟／発行

「聞く、書く　６号」
　　　　　　　聞き書き人の会／発行

図書館のイベント

おはなしらんど＆おりがみ教室
◆と　き　２月24日㈯　午前10時30分〜
◆ところ　図書館　幼児コーナー
◆内　容　えほんの会「ゆめ」の皆さんによる絵本の読み聞かせやエプロンシアター、おりがみ教室など

朝一落語スペシャル
◆と　き　3月10日㈯　午後2時〜
◆ところ　やかげ文化センター　リハーサル室
◆内　容　�車

くるま

家
や

化
か っ こ

狐。さんと華
はな

乃
の

家
や

覇
ぱ

笛
ふぇ

さんによ
る二人会。

えいごであそぼう
◆と　き　3月 10日㈯　午前10時30分〜
◆ところ　図書館　幼児コーナー
◆内　容　�えいごの歌あそびやおはなし、ゲームなど
※�先生の都合により日時が変更になる場合があります。

は休館日

3月の図書館カレンダー

25 26 27

日

5 6 7 98
1 2

10
3

11
4

12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24

28 29 30 31

火水木金土月

2月の休館日
　19日（月）・26日（月）

郷土にゆかりのある本

日時、内容等は図書館へお問い合わせください。

　戦争前後の動乱を生き、中国や日本国内で拠点を移しながら制作を
続けた画家・佐藤一章は、その土地の自然と人を愛し、画業へと昇華
させていきました。
　私生活ではお酒をたしなみ、肴には干物を好んで食していました。
その形や色の渋さは、東洋的な絵画を目指した一章にとって刺激的な
好画材ともなりました。珠玉のコレクションをぜひご鑑賞ください。
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読者のひろば
みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられ
たおたより
などでつくるページです。

 ふじ い   ま   い   こ

藤井麻衣子ちゃん（矢掛）
（H29年 2 月4 日生まれ）
明るく活発な女の子に育って
ね♡

       え   ぎ しゅう じ

江木秀治くん（矢掛）
（H29年 2 月1 日生まれ）
１歳おめでとう☆兄ちゃんと
仲良くいっぱい遊ぼうね！

  わたなべちはる

渡邉千晴ちゃん（東川面）
（H29年 2 月 17 日生まれ）
お兄ちゃん、お姉ちゃんと仲
良く遊んでね。

     ひがしもとこうき

東本昊己くん（矢掛）
（H29年 2 月 11 日生まれ）
これからもたくさん笑って大
きくなってね♡

我が家のアイドル我が家のアイドル
Happy1st BirthdayHappy1st BirthdayHappy1st BirthdayHappy1st Birthday
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ぬ�

山
本

　
　宏

屋
根
工
事
槌
音
忙
し
暮
早
し�

小
川

　敦
子

昼
月
を
支
へ
て
ゐ
た
る
枯
木
立�
選

　者
　吟

真
白
き
句
帳
に
記
す
初
句
会�

有
安

　哲
子

ふ
る
さ
と
の
空
を
焦
が
し
て
と
ん
ど
の
火�

真
安

　貞
雄

大
空
を
孫
に
託
し
て
凧
の
舞
ふ�

篠
原

　富
禅

山
茶
花
の
咲
き
つ
ぐ
日
和
庭
を
掃
く�

片
山

　峯
香

蝋
梅
の
か
ほ
り
漲
る
版
画
展�

池
田
　光
代

菜
園
に
鍬
を
持
つ
手
の
悴
か
め
る�

谷
許
　安
治

薄
氷
を
割
り
て
始
め
る
朝
勤
行�

井
上
　智
博

蝋
梅
の
か
す
か
に
匂
ふ
闇
の
先�

長
谷
川
睦
美

母
逝
き
て
帰
る
我
家
の
寒
灯�

中
原
美
恵
子

ホ
ー
ム
皆
心
豊
か
に
年
迎
ふ�

日
置
　湖
舟

一
心
の
座
禅
に
寒
さ
寄
せ
つ
け
ず�

選
　者
　吟

一
呼
吸
お
け
ば
な
ん
で
も
な
い
話�

田
中

　
　恵

ひ
た
ひ
た
と
迫
る
老
化
に
立
往
生�

鈴
木

　な
つ

体
重
は
重
い
の
に
口
は
軽
い�

山
元
と
も
え

女
房
が
自
分
フ
ァ
ー
ス
ト
立
ち
上
げ
る�

紫
　し
め
の

や
み
く
も
に
張
子
の
虎
を
演
じ
て
る�

溝
口

　豊
和

縄
の
れ
ん
く
ぐ
れ
ば
元
気
に
な
る
男�

古
村

　愁
水

堂
々
と
愛
し
て
い
る
と
言
い
ま
し
た�

田
中

　道
博

秋
晴
れ
の
飛
行
機
雲
と
干
柿
と�

森
本
か
の
こ

浦
島
は
ド
ロ
ー
ン
に
乗
っ
て
海
に
行
く�

江
本
ま
も
る

座
っ
て
も
歩
い
て
み
て
も
句
は
出
来
ず�

池
田
た
か
子

角
度
変
え
ハ
ー
ド
ル
下
げ
て
策
を
練
る�

選
　者
　吟

文
化
協
会
俳
句
一
月
作
品�

　
　上
原
笛
水
選

文
化
協
会
俳
句
十
二
月
作
品�

三
宅
信
子
選

文
化
協
会
川
柳
十
二
月
作
品�

�

内
田
と
み
子
選

水
仙
の
香
に
ひ
た
り
ゐ
る
仏
間
か
な�

渡
邉

　倫
子

冬
満
月
黙
し
て
歩
む
ふ
た
り
か
な�

高
月

　凱
美

足
音
を
残
し
踏
み
入
る
薮
柑
子�

田
中

　敏
子

蠟
梅
の
花
の
上
よ
り
列
車
音�

浅
野

　広
海

松
明
に
背
中
あ
ぶ
る
や
里
神
楽�

江
尻

　容
子

骨
折
の
痛
み
う
す
ら
ぎ
小
鳥
く
る�

江
尻

　千
歳

残
菊
を
剪
れ
ば
香
り
の
風
と
な
り�

黒
瀬
美
智
子

子
等
の
手
を
待
つ
餅
搗
き
の
用
意
か
な�

斎
藤
千
鶴
子

人
歩
く
小
春
の
町
の
空
広
し�

井
上

　博
子

岩
を
打
つ
細
き
滝
音
枯
木
立�

柏
原

　茂
子

日
が
差
せ
ば
沼
に
乗
り
出
す
枯
木
立�

選
　者
　吟

淑
気
か
な
よ
い
し
ょ
の
声
に
四
股
を
踏
む�

黒
井

　琴
恵

虎
落
笛
使
は
ぬ
ま
ま
の
置
き
薬�

小
西

　恒
子

蹲
に
写
る
朝
日
や
枇
杷
の
花�

賀
門

　恒
子

前
山
の
闇
に
闇
寄
す
冬
鴉�

岡
本
　瑞
江

落
日
や
ふ
く
ら
雀
は
籔
の
中�

新
谷
　京
子

燃
え
上
が
る
と
き
神
の
声
吉
書
揚
げ�

岡
田
　哲
郎

青
空
に
響
く
懸
樋
や
初
茶
会�

中
田
　千
穂

人
の
日
の
人
影
も
な
き
日
暮
れ
か
な�

池
野
　峯
子

命
日
や
墓
石
に
添
ひ
寒
す
み
れ�

鹿
島
　克
美

枇
杷
咲
い
て
忘
れ
物
し
た
や
う
な
空�

選
　者
　吟

文
化
協
会
俳
句
一
月
作
品�

　
　笹
井

　愛
選

文
化
協
会
俳
句
一
月
作
品�

岩
崎
多
佳
男
選

文
化
協
会
川
柳
一
月
作
品�

�

内
田
と
み
子
選

美
術
館
短
歌
講
座
二
月
作
品

�

谷
本
史
子
選

思
考
力
ゼ
ロ
で
も
花
は
美
し
い�

田
中

　
　恵

一
両
の
貨
車
つ
い
て
く
る
あ
き
も
せ
ず�

田
中

　道
博

ユ
ニ
ク
ロ
の
服
が
悲
し
い
ほ
ど
似
合
う�

山
元
と
も
え

た
だ
い
ま
の
代
わ
り
に
缶
を
開
け
る
音�

紫
　し
め
の

余
は
満
足
妻
の
イ
ビ
キ
が
言
っ
て
い
る�

渡
辺

　和
彦

紅
ひ
く
と
お
洒
落
心
が
目
を
さ
ま
す�

鈴
木

　な
つ

迷
っ
た
ら
美
し
い
方
へ
行
く
と
し
よ
う�

岩
原

　美
子

胸
襟
を
開
き
話
せ
る
友
ひ
と
り�

三
宅
か
ず
こ

ほ
っ
か
ほ
か
の
お
芋
で
ハ
ー
ト
も
ほ
っ
か
ほ
か�

森
本
か
の
こ

銭
が
な
い
寒
さ
身
に
し
む
老
い
の
坂�

池
田

　信
夫

夢
咲
く
も
散
る
も
無
心
の
ま
ま
が
い
い�

選
　者
　吟
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矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務企画課
☎（８２）１０１０

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　14,424人（－21） 
　男　     6,933人（－  9） 
　女　     7,491人（－12）
世帯数　  5,420世帯（＋  7）

平成30年2月 1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

information
おしらせ

相

　
　談

春
季
（
４
～
６
月
）
水
泳
・

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
生
募
集

◦
対
　
象
　
水
泳
・
ア
ク
ア
ビ
ク
ス

を
習
い
た
い
人

◦
募
集
教
室
　
成
人（
男
・
女
）、
女

性
（
初
級
・
中
級
程
度
）、
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
か
ん
た
ん
ス
イ
ミ
ン
グ
、
４

泳
法
（
４
泳
法
の
で
き
る
人
）、
子

ど
も（
小
学
生
・
幼
児
・
ベ
ビ
ー（
生

後
６
ヶ
月
～
３
歳
））、
ア
ク
ア
ビ
ク

ス◦
募
集
期
間
　
２
月
22
日
㈭
～
３
月

22
日
㈭

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま

す
。

◦
受
講
料
　
小
人
　
３
千
５
百
円
　

大
人
　
５
千
５
百
円
（
ベ
ビ
ー
コ
ー

ス
は
大
人
料
金
と
な
り
ま
す
）

※
町
外
者
は
、
募
集
期
間
、
受
講
料

が
町
内
者
と
異
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■問
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎（
83
）１
１
０
０
　
有
線
２
６
２
０

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
教
養

趣
味
講
座
受
講
生
」
募
集

◦
対
象
者
　
65
歳
以
上
の
町
内
在
住

者◦
開
設
予
定
の
講
座
　
茶
道
・
書
道
・

華
道
・
カ
ラ
オ
ケ
・
詩
吟
・
編
物
・

大
正
琴
・
囲
碁
・
煎
茶
・
筝
曲
（
琴
）

◦
受
講
料
　
無
料
　
※
教
材
費
は
個

人
負
担

◦
申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
同
セ
ン
タ
ー
へ

申
し
込
む
。

◦
申
込
期
限
　
３
月
16
日
㈮

※
受
講
者
が
10
人
に
満
た
な
い
講
座

は
開
講
し
ま
せ
ん
。

■問
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎（
83
）１
１
７
０
　
有
線
０
７
７
７

ふ
れ
あ
い
会
館
講
座
生
募
集

◦
開
設
予
定
の
講
座
（
４
月
～
）

　
料
理
・
大
正
琴
・
華
道
・
着
付
け
・

洋
裁
・
煎
茶
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
書

道
・
太
極
拳
・
抹
茶
・
絵
手
紙

◦
受
講
料
　
料
理
①
・
②
・
絵
手
紙

　
１
千
８
百
円

　
太
極
拳
　
５
千
４
百
円

　
そ
の
他
　
３
千
６
百
円

◦
申
込
方
法
　
ふ
れ
あ
い
会
館
に
て

所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
し
、
受
講

料
を
添
え
て
申
し
込
む
。

◦
申
込
期
間
　
３
月
１
日
㈭
～
16
日

㈮※
10
人
に
満
た
な
い
講
座
は
開
設
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
申
込
者
が
多
数
の
講
座
は
抽
選
を

行
い
ま
す
。

■問
ふ
れ
あ
い
会
館

☎（
83
）０
１
１
９
　
有
線
５
３
５
０

放
課
後
児
童
支
援
員
募
集

◦
仕
事
内
容
　
小
学
校
授
業
終
了
後

や
長
期
休
暇
の
時
に
、
家
庭
的
な
雰

囲
気
の
中
で
、
児
童
が
健
全
に
過
ご

せ
る
よ
う
保
護
者
に
変
わ
っ
て
保
育

を
行
う
事
業
で
す
。

◦
勤
務
条
件
　

◦
場
所
　
小
田
小
学
校
内

◦
時
間
　（
平
日
）午
後
２
時
～
６
時

（
長
期
休
暇
等
）午
前
８
時
～
６
時

※
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
相
談
に
応

じ
ま
す
。

◦
賃
金
　
放
課
後
児
童
支
援
員
有
資

格
者
　（
時
給
）
１
千
百
円

◦
そ
の
他
　
８
百
77
円

■問
小
田
わ
か
ば
ク
ラ
ブ

☎
０
９
０（
７
５
９
２
）３
２
７
５

木
造
住
宅
の
耐
震
化
等
相
談

　
近
年
頻
発
す
る
地
震
の
際
に
、
旧

耐
震
基
準
で
建
て
ら
れ
た
住
宅
は
倒

壊
等
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
そ

こ
で
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

て
ら
れ
た
木
造
住
宅
を
対
象
に
、
耐

震
化
に
関
す
る
講
演
会
を
行
い
ま
す

の
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
耐
震
診
断
お
よ
び
改
修
に
か

か
る
費
用
の
補
助
制
度
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
と
　
き
　
２
月
25
日
㈰
　
午
後
１

時
～
３
時

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◦
講
　
師
　（
一
社
）岡
山
県
建
築
士

事
務
所
協
会
　
理
事
　
中
桐
眞
治
氏

■問
建
設
課
管
理
住
宅
係

☎（
82
）１
０
１
４
　
有
線
０
６
０
５

心
配
ご
と
相
談

◦
と
　
き
　
３
月
16
日
㈮
　
午
前
９

時
～
正
午

募

　
　集

○不動産登記（相続・贈与、売買、担保設定・抹消）
○会社の登記（会社設立・役員変更）
○相続手続き、遺言作成援助
○裁判所提出書類の作成、簡易裁判所での訴訟代理
○成年後見
○農地の許可、建設業許可など

矢掛町東三成837（三谷駅より東300ｍ）
☎（84）0008 

ネットワークを活用し、
あなたにぴったりの
専門家を紹介します。

各種法律相談（無料）皆様の秘密を守る義務がありますので、安心してご相談ください。

有料広告
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矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務企画課
☎（８２）１０１０

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　14,424人（－21） 
　男　     6,933人（－  9） 
　女　     7,491人（－12）
世帯数　  5,420世帯（＋  7）

平成30年2月 1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

information
おしらせ

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◦
内
　
容
　
日
常
生
活
で
の
悩
み
ご

と
、
家
庭
・
近
所
で
の
も
め
ご
と
、

結
婚
問
題
、
悪
徳
商
法
、
多
重
債
務

な
ど

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

法
務
局
の
常
設
相
談
日

◦
と
　
き
　
３
月
７
日
㈬
、14
日
㈬
、

28
日
㈬
　
午
前
９
時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
岡
山
地
方
法
務
局
笠
岡

支
局

※
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

■問
笠
岡
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
６
５（
62
）５
２
９
５

井
原
消
防
署
矢
掛
出
張
所
開
所

に
伴
う
一
般
見
学
会
を
開
催

　
井
原
消
防
署
矢
掛
出
張
所
が
新
た

に
開
所
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
一
般

の
皆
さ
ん
を
対
象
に
内
部
見
学
会
を

行
い
ま
す
。

◦
と
　
き
　
３
月
17
日
㈯
　
午
後
１

時
～
４
時

◦
と
こ
ろ
　
井
原
消
防
署
矢
掛
出
張

所
（
東
川
面
６
７
４
︱
１
）

※
予
約
不
要
・
見
学
無
料

■問
消
防
本
部
総
務
課

　
☎（
62
）１
２
６
０

平
成
30
年
度
矢
掛
町
障
害
者
等
福

祉
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業
申
請
受
付

　
平
成
30
年
度
タ
ク
シ
ー
券
の
申
請

は
３
月
１
日
㈭
か
ら
受
け
付
け
ま
す

の
で
、
希
望
者
は
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

◦
対
象
者

障
が
い
者
の
部
：
町
内
に
住
所
を
有

す
る
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
所

持
者
ま
た
は
療
育
手
帳
Ａ
所
持
者

高
齢
者
の
部
：
町
内
に
住
所
を
有
す

る
65
歳
以
上
で
身
体
状
況
な
ど
一
定

の
条
件
の
も
と
に
町
が
認
定
し
た
人

（
※
町
民
税
非
課
税
世
帯
）

◦
助
成
内
容

１
枚
６
百
円
の
タ
ク
シ
ー
券
を
月
２

枚
（
年
間
24
枚
）
交
付

◦
申
請
方
法

手
帳
（
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
）
お
よ
び
認
印
を
持
参
の
う
え
、

保
健
福
祉
課
で
申
請
が
で
き
ま
す
。

※
年
度
途
中
の
申
請
も
可
能
。
高
齢

者
の
部
は
申
請
後
に
訪
問
、
聞
き
取

り
調
査
を
行
い
ま
す
。

■問
保
健
福
祉
課
福
祉
推
進
係

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

人
権
に
関
す
る
お
悩
み
は

お
気
軽
に
私
た
ち
へ

　
平
成
30
年
１
月
１
日
付
け
で
、
藤

原
立
志
氏（
再
任
）、長
屋
裕
介
氏（
新

任
）
が
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委

員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
同
委
員
に

は
、他
に
池
田
ひ
ろ
み
氏（
里
山
田
）、

楢
崎
裕
志
氏
（
矢
掛
）、
末
長
康
子

氏
（
浅
海
）、
伊
達
佳
枝
氏
（
小
田
）

が
委
嘱
を
受
け
て
い
ま
す
。
人
権
に

関
す
る
悩
み
ご
と
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

農
地
の

「
利
用
権
設
定
」に
つ
い
て

　
利
用
権
設
定
と
は
、
農
業
経
営
基

盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
く
、
農
地
の

貸
し
借
り
で
す
。
農
地
法
の
許
可
が

不
要
な
の
で
、
簡
単
な
手
続
き
で
農

地
の
貸
し
借
り
が
で
き
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
こ
の
設
定
を
年
２
回

（
６
月
と
12
月
）
行
っ
て
い
ま
す
。

期
間
は
３
年
、
６
年
、
10
年
の
中
か

ら
希
望
の
期
間
を
設
定
で
き
ま
す
。

　
期
間
満
了
の
際
に
は
、
町
か
ら
終

期
案
内
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
利

用
権
の
更
新
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
本
年
の
６
月
開
始
分
の
設
定
は
３

月
30
日
㈮
ま
で
に
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

お
知
ら
せ

　農業者年金は、自分で積み立てた掛け金を将来
自分が受け取る制度です。
　加入と脱退は、自由に選ぶことができ、加入し
ている間に積み立てた掛け金は、原則65歳から生
きている間毎月支給されます。仮に80歳より前に
亡くなった場合でも、80歳までに受け取るはずで
あった年金額を遺族の方が一時金として受け取る
ことが可能です。
　また、農業者年金の掛け金は、その全額が社会
保険料の控除対象となり、住民税等から掛け金の
15％〜30％程度が節税でき、更に年金として受け
取る際にも公的年金等の合計120万円までが非課
税となり、税金の優遇措置も受けられ
ます。掛け金は、２万円から６万７千
円までの間で自由に選択できます。
■問 矢掛町農業委員会（産業観光課内）
　 ☎（82）1016

知って得する！農業者年金②（全3回）

国民年金保険料は
口座振替・まとめ払いがお得です
　国民年金保険料は、口座振替やまとめ払いをするこ
とによって保険料が割引されます。
◦支払額
２年前納（４月〜翌々年３月分）
口座振替額　377,350円（15,650円割引）
１年前納（４月〜翌年３月分）
口座振替額　191,970円（4,110円割引）
６カ月前納（４月〜９月分、10月〜翌年３月分）
口座振替額　96,930円（1,110円割引）
当月末振替額（早割※）
口座振替額　16,290円（50円割引）
※本来の納付期限よりも１か月早く
口座より振替する方法です。
翌月末振替　口座振替額（16,340円割引なし）

◦申込方法
　振替口座のある金融機関へ申込用紙を提出する。（申
込用紙は町民課にあります。）
　来年度分からの保険料の口座振替・まとめ払いへの変
更については２月28日㈬までに手続きをしてください。
■問倉敷西年金事務所国民年金課　☎（086）523-6393
　町民課国保消費生活係　☎（82）1011　有線0551

国民年金からのお知らせ

長屋裕介氏
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軽
自
動
車
の
廃
車
等
手
続

き
は
３
月
末
ま
で
に

　
平
成
30
年
度
軽
自
動
車
税
は
、
平

成
30
年
４
月
１
日
時
点
の
登
録
状
況

に
よ
り
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
譲
渡
、
廃
車
等
、
軽
自
動
車
の
所

有
者
や
使
用
者
に
変
更
が
あ
っ
た
場

合
は
、
早
め
に
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

【
町
へ
の
届
出
】

◦
原
動
機
付
自
転
車
・
小
型
特
殊
自

動
車
（
農
耕
用
・
特
殊
用
）

◦
持
参
物
　
使
用
者
の
印
鑑
、
所
有

者
の
印
鑑
、
返
却
す
る
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
６
１

【
軽
自
動
車
検
査
協
会
へ
の
届
出
】

◦
四
輪
の
軽
自
動
車

　
住
所
　
岡
山
市
北
区
久
米
１
７
７

︱
３　

☎
０
５
０（
３
８
１
６
）３
０
８
４

【
岡
山
運
輸
支
局
へ
の
届
出
】

◦
二
輪
の
軽
自
動
車
（
１
２
６
㏄
～

２
５
０
㏄
）・
二
輪
の
小
型
自
動
車

（
２
５
１
㏄
以
上
）

　
住
所
　
岡
山
市
北
区
富
吉
５
３
０

１
︱
5

　
☎
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
７
２

オ
リ
ジ
ナ
ル
体
操
の

放
送
を
終
了
し
ま
す

　
矢
掛
町
で
は
、
自
宅
で
気
軽
に
で

き
る
介
護
予
防
体
操
と
し
て
「
オ
リ

ジ
ナ
ル
体
操
」
を
矢
掛
放
送
で
放
送

し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
を
も
っ
て

放
送
を
終
了
し
ま
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
町

民
の
人
を
対
象
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出

し
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■問
保
健
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
７
２

平
成
30
年
春
季
全
国
火
災
予

防
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す

　「
火
の
用
心
　
こ
と
ば
を
形
に
　

習
慣
に
」
を
統
一
標
語
に
、
春
季
全

国
火
災
予
防
運
動
が
３
月
１
日
㈭
～

３
月
７
日
㈬
ま
で
の
１
週
間
展
開
さ

れ
ま
す
。

　
空
気
が
乾
燥
し
火
災
の
起
こ
り
や

す
い
季
節
で
す
。
各
家
庭
に
お
い
て

次
の
「
住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」︱
３
つ
の
習
慣
・

４
つ
の
対
策
︱
に
注
意
し
て
火
を
取

扱
っ
て
く
だ
さ
い
。

◦
３
つ
の
習
慣

◦
寝
た
ば
こ
は
絶
対
し
な
い
。

◦
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
場
所
で
使
用
す
る
。

◦
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
時
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

◦
４
つ
の
対
策

◦
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

◦
寝
具
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災

を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す

る
。

◦
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す

る
。

◦
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体

制
を
つ
く
る
。

■問
消
防
本
部
予
防
課

☎（
62
）９
４
０
２

普
通
救
命
講
習
会
に
ご
参
加
を

◦
と
き
・
と
こ
ろ
　
３
月
11
日
㈰
＝

井
原
消
防
署
　
い
ず
れ
も
午
前
９
時

～
正
午

◦
内
　
容
　
応
急
手
当
の
重
要
性
な

ど
に
つ
い
て
の
説
明
お
よ
び
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
方
法
な
ど

◦
申
込
方
法
　
講
習
会
３
日
前
ま
で

に
、
井
原
消
防
署
ま
た
は
矢
掛
出
張

所
へ
申
し
込
む
。

※
定
員
20
人
に
な
り
次
第
締
切
。

■問
消
防
本
部
警
防
課

☎（
62
）９
４
０
１

ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
開
館
日

岡
山
県
消
費
生
活
問
題
研
究
協
議
会

矢
掛
支
部
（
県
消
協
）

３
月
２
日
㈮
、
12
日
㈪
、
13
日
㈫
、

16
日
㈮
、
19
日
㈪
、
23
日
㈮
　
午
前

９
時
30
分
～
11
時
30
分

■問
農
業
委
員
会
（
産
業
観
光
課
内
）

☎（
82
）１
０
１
６

宝
く
じ
の
助
成
金
で

音
響
設
備
な
ど
を
整
備

　
中
川
地
区
自
治
協
議
会
で
は
、
一

般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
宝
く
じ
の
助
成
金
（
一
般
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）
を
受
け
、
地

域
イ
ベ
ン
ト
用
の
音
響
設
備
や
テ
ン

ト
な
ど
の
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広

報
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
住
民
に
よ
る
自
主
的
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
促
進
を
図
り
、
地
域
の

連
帯
感
に
基
づ
く
自
治
意
識
の
盛
り

上
が
り
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
、

目
的
達
成
の
た
め
に
必
要
な
経
費
に

つ
い
て
「
宝
く
じ
助
成
金
」
と
し
て

交
付
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

手当・給付のお知らせ 今月の納税・納付
手当・給付の内容 振 込 日

後
期
高
齢
者

医
　
療

療養費（コルセット等）
（12 月申請分）３月   7日㈬ 町民課

国保消費生活係
☎（82）1011
有線 0571

高額療養費
（1 月申請分）２月16日㈮

子ども医療費
心身障害者医療費
ひとり親家庭等医療費
　　　　　　（1 月申請分）

２月28日㈬

保健福祉課
福祉推進係
子育て支援室
☎（82）1013
有線 0532 ※口座振替の人は、前日までに残高を確認してください。

※納税・納付は安全・便利・確実な口座振替をご利用ください。

納税・納付いただくもの 口座振替日 納 期 限
固定資産税（4 期）
国民健康保険税（6 期）
介護保険料（6 期）
後期高齢者医療保険料（4 期）

2月28日㈬ 2月28日㈬

水道料金・下水道使用料
（農業集落排水使用料を含む）
（矢掛・美川・三谷・小田地区）

2月26日㈪ 2月28日㈬
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◦犯罪・交通事故発生状況（平成 29 年中）

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル

３
月
５
日
㈪
、
12
日
㈪
、
19
日
㈪
、

26
日
㈪
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■問 

ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

☎（
82
）０
０
８
１
　
有
線
９
６
０
９

ご
寄
付
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
12
月
・
１
月
分
／
敬
称
略
）

▼
ふ
る
さ
と
納
税
　
平
松
英
彦
・
平

松
一
恵
（
倉
敷
市
）

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ
（
金
一
封
）

山
本
君
枝
、
宮
本
優
主
、
宮
本
敬
子
、

宮
本
千
代
（
矢
掛
）、鷺
田
賢
次
、中

井
治
雄
、
那
須
俊
夫
、
松
田
則
夫
、

池
田
幸
博
（
小
林
）、賴
正
　
裕
（
上

高
末
）、
中
村
博
一
（
下
高
末
）、
清

水
利
治
（
東
三
成
）、田
中
時
枝
（
横

谷
）、
亀
若
英
雄
（
里
山
田
）、
藤
永

光
洋
、
藤
永
哲
雄
、
有
安
繁
騎
（
宇

内
）、
浅
野
政
幸
、
池
田
時
子
、
渡

邉
和
子
、
川
上
広
司
、
片
岡
正
和
、

友
光
範
子
（
東
川
面
）、
鳥
越
賢
治
、

渡
邉
和
幸
、
佐
藤
安
司
、
佐
藤
千
代

子
、
佐
藤
弘
士
（
本
堀
）、
田
丸
陽

三
（
小
田
）
▼
矢
掛
公
民
館
へ
（
金

一
封
）
松
田
則
夫
、
中
井
治
雄
（
小

林
）
▼
美
川
公
民
館
へ
（
金
一
封
）

賴
正
　
裕
（
上
高
末
）、
中
村
博
一

（
下
高
末
）、
▼
三
谷
公
民
館
へ
（
金

一
封
）
清
水
利
治
、
安
藤
一
美
（
東

三
成
）、
田
中
時
枝
（
横
谷
）
▼
山

田
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
池
田
幸
博

■問 井原警察署矢掛幹部派出所　☎（82）0110
※�夜間・休日は井原警察署に転送されます。

井原警察署
矢掛幹部派出所

矢掛町役場南側の一灯式信号が、
一時停止に変更となりました。

◦平成29年中の井原警察署管内での刑法犯認知件数
は、163件（前年比−16件）で、矢掛町内では40
件（前年比−９件）となっています。
　町内において、空き巣、出店荒し、車上ねらい事件
のほか、高齢者等を狙った特殊詐欺事件が多く発生し
ていることから、自宅および車両等への鍵かけを徹底
するほか、不審なメールや電話がかかってきた場合に
は、誰かに相談するなどして、詐欺被害にあわないよ
うにしましょう。

◦平成29年中の交通事故については、井原警察署管
内の事故総件数は1,172件（前年比−９件）で内訳と
して人身事故143件（前年比−９件）、物損事故1,029
件（前年比±0）で、矢掛町内の総事故件数は318
件（前年比−13件）、人身事故が27件（前年比−９件）、
物損事故が291件（前年比−４件）となっています。
　また、死亡事故の発生状況としては、井原市内で２
件発生していますが、矢掛町内での発生はありません
ので、引き続き安全運転に努め事故のない矢掛町を目
指しましょう。

（
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29年中 40 2 0 1 6 6 4 6 0 1 7 1 4 2 318 27 0 291
（前年比） -9 -1 -1 +1 -5 +1 -1 -1 ±0 ±0 -4 -1 +4 -3 -13 -9 ±0 -4

２月 14日に矢掛町役場南側の交差点に設置された
一灯式の点滅信号機が撤去されました。信号機の代
わりの規制として、東西道路（通称：記念通り）に
最新式の自発光式の止まれ（ＳＴＯＰ）の標識が設
置され、一時停止規制となります。
　必ず一時停止をして左右の安全をよく確認し、事
故のないよう通行してください。
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矢高にロックオン
― 町内唯一の高校、矢掛高校について紹介するコーナーです ―

2018. 2
vol.68

サクラサク 推薦・AO入試合格速報 ～国公立大学編～百人一首大会  1/23 ㈫
　受験シーズン到来！今年も３年生は最後まで受験を頑張って
います。既に秋の「推薦・AO入試」の朗報も続々と到着してい
ますので、速報を！（H30.2.7 現在）

　新春恒例の百人一首大会を体育館で実施
しました。上の句から下の句の連なりで札
を取り合う日本の遊び（競技）。楽しみな
がら、競いながら、古典に親しんでいきま
した。

やかげ学deま
ち紹介  vol.10 　このコーナーでは、「やかげ学」でお世話になっ

ている町の施設を担当生徒たちが取材して紹介し
ていきます。

小田小学校
全校児童数　79名

・モジュール学習（算・国）
・奉仕作業
・昼休みに児童と遊ぶ

私たちが
「やかげ学」でやっている事

私たちが
「やかげ学」でやっている事 最近のおもしろ行事最近のおもしろ行事

ピックアップ！ピックアップ！

新春親子凧あげ大会

モジュール学習

　小田小学校では毎年「凧あげ大会」が開かれ
ます。児童が冬休み中にデザインした凧を使い、
保護者の方も参加しながら盛り上がります。今
年は風も強く、絶好の凧あげ日和でした。

半年間の活動を経験して半年間の活動を経験して

して行います。地域の方もマル付けや解説
のボランティアとして参加しており、児童
の集中力もアップします！

　10～15分くらいの
短い学習時間（モジュ
ール）に区切り、プリ
ントや問題演習を集中

　夏休み明けに３年生の先輩から
活動を引き継いでもう半年が過ぎ
ようとしています。あいさつの声
の大きさ、積極的に自分から話す
力、周りを見て考えて行動する力
など、やかげ学をしていなかった
ら身についていなかったかもしれ
ない能力を自分の中に感じること

もあります。
　まだレクリエーションなどを自
分たちで企画し、実行していく力
などが足りないと思うので、これ
から身につけていきたいです。

高知大学  医（医）
岡山大学
   Global Discovery Program
岡山大学  工
岡山県立大学  社会福祉
岡山県立大学  子ども
岡山県立大学  情報工
香川大学  経済
香川大学  創造工

愛媛大学  農
山口大学  経済
山口大学  理
島根大学  総合理工
大阪教育大学  グローバル
都留文科大学  教養
鳥取環境大学  経営
山口東京理科大学  工

編

集

後

記
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岡
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真
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広
報
紙
の
部
で
は
、
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年
連
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特
選
を
目
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た
。

非
常
に
悔
し
い
思
い
は
あ
り
ま
す
が
、

気
持
ち
を
一
新
し
て
よ
り
良
い
広
報

紙
づ
く
り
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ
い
て
こ

そ
の
広
報
紙
で
す
の
で
、
引
き
続
き

「
広
報
や
か
げ
」
を
よ
ろ
し
く
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願

い
い
た
し
ま
す
。

総務企画課秘書広報室
☎（82）1010　有線0522

問

やかげ観光大使

登録用アドレス e-yakage@xpressmail.jp
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